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６年ほど前、私たちの住む東北地方は、「千年に一度」という大きな地震、

東日本大震災の甚大な被害を受けました。最近では、南海トラフ地震という大

きな地震が起きることが危惧されています。地震をはじめとした自然災害は、

いつ、どこで、どのように発生するかわかりません。したがって、地震の発生

を防ぐことはできないので、日頃からの備えによって、その被害をできる限り

小さくすることが重要です。このような考え方を「減災」と言います。 

 

今日の避難訓練は、学校にいるときに地震が発生したという想定で行われた

ものですが、地震が学校にいるときに発生する確率は１０％程度と言われてい

ます。休日や深夜、あるいは自分一人で家にいるときに地震に遭遇する確率の

方が高いのです。したがって、学校以外の場所で地震に遭遇したときに、自分

の命を守るために、どのような行動をとったらいいのか判断できるようにする

ことが大切です。また、皆さんはもう中学生ですので、地域から保護されるだ

けの立場ではなく、地域を支える役割を果たすことも期待されています。自分

たちよりも幼い園児や児童を誘導して避難したり、高齢者の方に何かできるこ

とはないだろうかと考えたりすることも大切です。 

 

今日の避難訓練を通じて、学校や自宅などで地震に遭遇したときに気をつけ

ることは何か、災害に備えてできることは何か、災害時に地域を支えるために

できることは何かを、皆さん一人一人がよく考えてください。 

 


